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次
回（
12
月
）定
例
会
の
予
定

　

本
会
議
は
一
般
に
公
開
さ
れ
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴

で
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
傍
聴
席
入
口
で
受

付
簿
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
政
を
知
る
よ
い
機
会
で
す
。
皆
さ
ん
議
会
傍
聴
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

11
月
20
日
㈮
議
会
運
営
委
員
会　

定
例
会
の

運
営
方
針
決
定

12
月
2
日
㈬
本
会
議　

議
案
上
程
、
委
員
会
付
託
、

　
　
　
　

一
般
質
問

12
月
3
日
㈭
本
会
議
（
一
般
質
問 

）

12
月
4
日
㈮
本
会
議
（
一
般
質
問 

）

12
月
7
日
㈪
総
務
文
教
常
任
委
員
会

12
月
8
日
㈫
社
会
厚
生
常
任
委
員
会

12
月
9
日
㈬
産
業
建
設
常
任
委
員
会

12
月
10
日
㈭
休
会
（
事
務
整
理
）

12
月
11
日
㈮
本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
採
決
）

（（

（（

（（

（（

11
月
20
日
開
催
予
定
の
議
会
運
営
委
員
会
で
正
式
に

決
定
し
ま
す
。
そ
の
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

10月１日開院　あがの市民病院
　写真は、９月20日の内覧会の様子です。多くの市民の皆さまが訪れ病院の内部を
見学していました。

　当日は、2,000人余りの来場者が　当日は、2,000人余りの来場者が
ありました。ありました。

外来の待合スペース



　９月８日～10日、12人が行いました。
掲載している内容は限られたスペースのた
め、質問と答弁の要旨を掲載しています。

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

質
問  
透
明
性
を
高
め
、
市
民
参
画
や

行
政
と
市
民
と
の
協
働
を
促
進
す
る
流

れ
を
受
け
て
、
行
政
機
関
が
保
有
す
る

様
々
な
公
共
デ
ー
タ
を
、
利
用
し
や
す

い
形
で
公
開
す
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
へ

の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
企
業
や

公
共
団
体
が
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
低
コ
ス
ト
か
つ
短
期
間
に
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
で
き

る
こ
と
に
な
る
が
、
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁  

情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、

国
や
先
進
自
治
体
の
事
例
な
ど
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

質
問  

行
方
不
明
者
を
防
ぐ
た
め
の
新

し
い
見
守
り
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
情
報

通
信
技
術
を
活
用
し
た
事
業
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
連
絡
先
を
表
示
し
迅
速
な

保
護
に
つ
な
が
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き

シ
ー
ル
や
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
小
型

電
波
発
信
端
末
な
ど
を
組
合
せ
た
シ
ス

テ
ム
の
実
証
実
験
を
行
う
自
治
体
が
あ

る
。
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
く
る
中
、
対
策
強
化
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
。

答
弁  

他
の
自
治
体
の
実
証
実
験
等
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
徘
徊
探
知
機
等
の

普
及
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問  

認
知
症
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
に
は
、
症
状
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
が
重
要
。
不
安
解
消
の
た
め
に
も
簡

易
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
サ
イ
ト
を
開
設

し
、
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
弁  

簡
単
に
認
知
症
の
症
状
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
大

変
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
高

齢
の
方
が
サ
イ
ト
の
利
用
に
つ
い
て
理

解
し
、
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
か
と

い
っ
た
点
を
考
慮
し
な
が
ら
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

障
が
い
児
の
短
期
入
所（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）
に
つ
い
て

質
問  

保
護
者
の
疾
病
等
に
よ
り
、
家

庭
に
お
け
る
養
育
が
一
時
的
に
困
難
と

な
っ
た
障
が
い
を
持
っ
た
子
ど
も
が
、

児
童
養
護
施
設
等
に
短
期
入
所
し
て
、

必
要
な
保
護
を
受
け
る
支
援
に
つ
い
て

必
要
性
が
高
い
事
業
と
考
え
る
が
。

答
弁  

現
在
の
障
が
い
児
短
期
入
所
の

利
用
実
態
で
は
、
年
齢
や
支
援
内
容
で

利
用
で
き
る
事
業
者
が
分
か
れ
て
お

り
、
広
域
対
応
を
行
っ
て
い
る
長
岡

市
の
事
業
所
な
ど
が
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
保
護
者
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
障
が
い
児
の
短
期
入
所
は
、
障

が
い
の
特
性
に
沿
っ
た
専
門
的
で
多
様

な
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
阿
賀
野
市
自

立
支
援
協
議
会
で
課
題
と
し
て
、
市
内

及
び
新
潟
福
祉
圏
域
（
阿
賀
野
市
・
五

泉
市
・
阿
賀
町
）
で
の
充
実
を
図
る
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

伝
統
芸
能
の
継
承
支
援
に
つ

い
て

質
問  

当
市
で
は
、
古
く
か
ら
地
域
に

根
ざ
し
継
承
さ
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
の

神
楽
舞
、
獅
子
舞
等
が
祭
礼
や
地
域
の

行
事
で
舞
わ
れ
て
い
る
が
、
継
承
が
途

絶
え
た
地
域
、
復
活
し
た
地
域
が
見
ら

れ
る
。
伝
統
芸
能
を
後
世
に
継
承
し
て

い
く
た
め
に
、
保
存
･
保
護
･
継
承
･

活
動
に
市
の
支
援
も
必
要
で
は
。

答
弁  

多
く
の
保
存
会
等
で
継
承
者
の

確
保
や
育
成
の
問
題
を
抱
え
て
い
て
、

伝
統
芸
能
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
、
大

変
な
努
力
や
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
お
り
、
支
援
の
取
り
組
み
方
に

つ
い
て
関
係
者
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

質
問  

他
市
で
は
合
併
後
、
地
域
間
交

流
に
神
楽
舞
な
ど
の
伝
統
芸
能
祭
が
開

催
さ
れ
て
、舞
の
競
演
で
出
演
団
体
は
、

保
存
・
継
承
に
力
が
入
る
と
の
声
が
聞

か
れ
る
。
当
市
で
も
競
演
の
場
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁  

披
露
・
発
表
の
場
が
伝
統
文
化

の
継
承
に
効
果
が
あ
り
、
出
演
し
た
い

団
体
が
多
く
な
れ
ば
、
価
値
あ
る
方
策

と
考
え
、
関
係
者
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

水
原
地
区
の
国
土
調
査
に
つ

い
て

質
問  

土
地
取
引
の
円
滑
化
や
土
地
の

境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
等
の
経
済
損

失
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
固
定
資
産

評
価
の
正
確
性
確
保
や
土
地
行
政
の
効

率
化
を
図
る
、
水
原
地
区
の
国
土
調
査

の
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
弁  

平
成
17
年
か
ら
調
査
を
開
始

し
、
こ
れ
ま
で
に
調
査
対
象
面
積
約

３
８
０
０
ha
の
う
ち
、
千
原
、
天
神

堂
、
沖
通
地
内
及
び
大
字
水
原
・
下
条

地
内
の
約
５
２
０
ha
が
完
了
。
現
在
、

大
野
地
、
原
、
境
新
田
地
内
な
ど
、
約

２
０
０
ha
を
調
査
し
て
い
て
、
進
捗
率

は
約
18
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。
約

４
０
０
ha
あ
る
市
街
地
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
山
口
町
二
丁
目
地
内
の
調
査
に

着
手
し
、
約
７
ha
を
調
査
し
て
い
て
、

進
捗
率
は
1.7
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
は
、
あ
が
の
市
民
病
院

を
含
む
水
原
駅
前
地
区
の
調
査
に
着
手

す
る
た
め
、
基
に
な
る
図
面
を
作
成
し

て
い
る
。
市
街
地
の
調
査
完
了
の
時
期

は
、
国
・
県
の
補
助
金
の
交
付
額
等
に

左
右
さ
れ
る
要
素
も
あ
る
が
、
お
お
む

ね
10
年
後
く
ら
い
を
め
ど
と
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

側
溝
清
掃
に
つ
い
て

質
問  

阿
賀
野
市
に
お
い
て
も
高
齢
化

が
進
み
、
自
治
会
等
の
共
同
作
業
に
支

障
が
出
て
き
て
い
る
。
側
溝
清
掃
作
業

で
は
、
若
者
が
い
な
い
高
齢
者
家
族
で

は
作
業
に
参
加
で
き
な
く
て
、
心
苦
し

く
思
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
な
い
。
側

溝
清
掃
作
業
に
市
と
し
て
の
対
応
を
伺

う
。

答
弁  

自
治
会
の
側
溝
清
掃
の
際
に
、

土
砂
を
運
搬
す
る
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の

手
配
と
運
転
手
の
派
遣
、
側
溝
の
蓋
上

げ
器
具
の
貸
し
出
し
等
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
自
治
会
の
共
同
作

業
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
昨
今
で
は
、

業
者
に
作
業
委
託
す
る
こ
と
も
選
択
肢

に
加
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
支
援
制
度
の
拡
充
を
検

討
し
て
い
く
。

公明党　村上　清彦

新政クラブ　近山　　修

無会派　遠藤　智子

学
校
統
合
に
つ
い
て

質
問  

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
児
童

生
徒
が
集
団
の
中
で
、
多
様
な
考
え
に

触
れ
、
認
め
合
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ

と
を
通
じ
て
一
人
一
人
の
資
質
や
能

力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
小
中
学
校
で
は
、
一
定
の
集
団
規

模
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
小
学
校
で
は
「
ク
ラ
ス
替
え
の
で

き
る
規
模
」「
運
動
会
や
学
芸
会
等
で

あ
る
程
度
の
活
性
化
が
図
れ
る
規
模
」、

中
学
校
で
は
「
主
要
教
科
に
つ
い
て
各

学
年
そ
れ
ぞ
れ
の
担
任
教
員
を
配
置
で

き
る
規
模
」「
部
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動

等
の
種
目
数
を
一
定
数
維
持
で
き
る
規

模
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
本
市
に
お
い

て
も
今
後
少
子
化
が
進
む
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
中
、
子
供
が
生
き
る
力
を
培
う

こ
と
が
で
き
る
学
校
教
育
を
将
来
に
わ

た
り
保
障
す
る
観
点
か
ら
、
学
校
の
適

正
配
置
に
つ
い
て
本
市
の
今
後
の
計
画

を
伺
う
。

答
弁  

文
部
科
学
省
で
は
、
少
子
化
な

ど
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
現
状
を
踏
ま

え
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
必
要

と
な
る
「
生
き
る
力
」
を
育
む
と
い
う

理
念
の
も
と
、
知
識
や
技
能
の
習
得
と

と
も
に
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な

ど
の
育
成
を
重
視
し
た
学
習
指
導
要
領

を
定
め
て
お
り
、
こ
の
基
本
的
な
考
え

方
は
、
小
中
学
校
教
育
の
重
点
と
し
て

位
置
づ
け
て
お
り
児
童
生
徒
数
や
学

校
規
模
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
学
校
に

お
い
て
そ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

る
。

　

学
校
の
適
正
配
置
の
考
え
方
は
、
今

後
も
少
子
化
傾
向
は
続
い
て
い
く
も
の

と
認
識
し
て
い
る
が
、
少
子
化
の
進
み

方
は
、
地
域
（
校
区
）
に
よ
っ
て
差
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
児
童
生
徒
数
の

今
後
の
推
移
を
注
視
し
、
地
域
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
地
域

の
実
情
に
適
し
た
学
校
配
置
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ネオあがの 市川　英敏



国
保
税
の
加
入
者
負
担
軽
減

実
施
を

質
問  
国
保
加
入
者
の
負
担
割
合
は
、

協
会
け
ん
ぽ
な
ど
と
比
べ
て
も
高
い
。

滞
納
世
帯
も
１
割
を
超
え
、
負
担
の
限

界
を
超
え
て
い
る
。
国
の
医
療
に
対
す

る
責
任
放
棄
と
も
い
う
べ
き
医
療
分
の

国
負
担
割
合
削
減
が
、
加
入
者
負
担
増

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
交
付

さ
れ
た
財
政
支
援
金
は
、
国
保
加
入
者

の
負
担
軽
減
に
使
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁  

財
政
支
援
は
６
千
万
円
前
後
の

増
額
を
見
込
む
、
医
療
費
等
の
財
源
と

し
て
使
用
す
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
税
率
を
抑
制
す
る
も
の
で
あ
り
結

果
的
に
、
加
入
者
負
担
軽
減
に
使
用
さ

れ
る
も
の
と
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

意
見  

６
千
万
円
あ
れ
ば
、
約
６
千
世

帯
の
加
入
者
１
世
帯
１
万
円
の
引
き
下

げ
が
可
能
。
低
所
得
者
へ
の
引
き
下
げ

を
実
現
さ
せ
て
、
暮
ら
し
を
応
援
す
る

こ
と
が
行
政
の
役
割
で
は
な
い
か
。

病
児
保
育
の
実
態
は

質
問  

子
育
て
世
代
に
と
っ
て
病
児
保

育
は
、
頼
も
し
い
助
っ
人
だ
が
、
様
々

思
案
の
上
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
。
そ

ん
な
時
、
体
制
の
不
備
で
利
用
で
き
な

い
の
で
は
、
せ
っ
か
く
の
制
度
が
生
か

さ
れ
な
い
。
現
状
は
ど
う
か
。

答
弁  

病
児
保
育
に
な
っ
て
か
ら
の
利

用
は
、郷
病
院
の
医
師
の
協
力
も
あ
り
、

利
用
年
齢
の
拡
大
、
認
定
医
療
機
関
の

拡
大
な
ど
充
実
し
、
増
え
て
い
る
。

質
問  

ご
努
力
に
感
謝
す
る
が
、
利
用

者
は
万
が
一
で
頼
っ
て
行
く
の
に
、
休

み
で
利
用
で
き
な
い
で
は
意
味
が
無

い
。
医
師
の
増
員
へ
の
努
力
を
望
む
。

答
弁  

努
力
し
て
い
く
。

福
祉
灯
油
の
実
施
を

質
問  

消
費
税
の
引
き
上
げ
や
、
食
料

品
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
が
暮
ら
し
を
直

撃
し
て
い
る
。
消
費
税
対
策
と
し
て
の

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の

交
付
金
で
、
福
祉
灯
油
の
実
施
を
。

答
弁  

安
く
な
っ
て
い
る
の
で
現
時
点

で
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

これまでの一般質問の詳細は会議録またはホームページでご覧いただけます。今回のもの
は12月上旬の予定です。会議録は図書館、各支所、本所ロビーに用意してあります。

医
療
・
介
護
総
合
確
保
法
に

つ
い
て

質
問  

昨
年
６
月
に
成
立
し
た「
医
療
・

介
護
総
合
確
保
法
」
の
内
容
は
、
大
幅

な
病
床
規
制
を
行
い
、
急
性
期
や
慢
性

期
病
床
を
削
減
す
る
も
の
。
患
者
を
在

宅
医
療
や
介
護
へ
誘
導
し
、
介
護
の
必
要

な
人
を
介
護
保
険
か
ら
外
す
仕
組
み
作

り
を
行
い
、
医
療
や
介
護
を
本
人
と
家

族
の
責
任
に
追
い
や
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
。

・ 

要
支
援
１
、２
の
人
の
訪
問
介
護
と

通
所
介
護
の
給
付
外
し
と
市
町
村
事

業
へ
の
移
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
３
年
間
で
市
の
総
合
事
業
の
現

状
は
。

・ 

特
養
ホ
ー
ム
へ
の
新
規
入
所
は
原
則

「
要
介
護
３
以
上
」
に
限
定
さ
れ
る
。

・ 

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
限
度
額
が

今
年
８
月
よ
り
上
限
「
月
３
７
２
０
０

円
」
か
ら
「
月
４
４
４
０
０
円
」
に
上

が
っ
た
。
該
当
す
る
世
帯
数
は
。

・ 

低
所
得
の
施
設
利
用
者
の
補
足
給
付

に
つ
い
て
は
、
対
象
要
件
の
厳
格
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
認
定
を
抑
え

込
む
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。

・ 

多
床
室
の
基
準
費
用
額
が
今
年
４
月

よ
り
１
日
３
２
０
円
か
ら
３
７
０
円
、

今
年
８
月
よ
り
特
養
の
多
床
室
の
基

準
費
用
額
が
１
日
８
４
０
円
に
値
上

げ
に
な
っ
た
。
対
象
人
数
は
。

・ 

見
通
し
が
立
た
な
い
市
町
村
が
多
数

あ
る
。
法
的
に
は
平
成
29
年
度
ま
で

に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
民
の
立
場
、
目
線
で
進
め
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
。

答
弁  

平
成
29
年
度
か
ら
対
象
者
が
順

次
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　

原
則
と
し
て
、
特
養
ホ
ー
ム
へ
の
新

規
入
所
は
要
介
護
３
以
上
の
高
齢
者
に

限
定
さ
れ
る
が
、
要
介
護
１
及
び
要

介
護
２
と
い
っ
た
軽
度
の
要
介
護
者
で

あ
っ
て
も
、
特
養
以
外
で
の
生
活
が
著

し
く
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
特
例
的

に
入
所
を
認
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

特
養
の
多
床
室
の
基
準
費
用
額
が
１

日
８
４
０
円
に
値
上
げ
に
な
る
人
数
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
６
月
に
昨
年
の

補
足
給
付
対
象
者
へ
補
足
給
付
申
請
を

勧
奨
す
る
案
内
を
し
た
と
こ
ろ
、
５
６

０
名
の
方
か
ら
申
請
が
あ
り
、
補
足
給

付
の
対
象
と

な
っ
た
方
は

５
２
７
名
だ

っ
た
。

 

市
長
の
「
５
つ
の
重
点
公
約
」

実
践
の
到
達
点
は

　
質
問  

田
中
市
長
就
任
か
ら
３
年
半
経

過
し
た
が
、「
５
つ
の
重
点
公
約
」
の

到
達
点
を
伺
う
。

答
弁  

①
「
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の

実
現
」
で
は
、
自
主
防
災
組
織
率
の
向

上
、
避
難
所
の
耐
震
化
、
小
中
学
校
の

耐
震
化
を
進
め
て
き
た
。
救
急
・
地
域

医
療
、
休
日
夜
間
診
療
所
体
制
の
構
築

は
ま
だ
道
半
ば
。　

②
「
子
ど
も
の
育
成
支
援
の
充
実
」
で

は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
一
時
保

育
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
、
奨
学
金

制
度
等
の
充
実
、
就
学
援
助
費
の
認
定

基
準
緩
和
、
公
共
施
設
使
用
料
の
全
額

免
除
、
病
児
保
育
、
放
課
後
ス
ク
ー
ル

の
開
設
、
妊
婦
さ
ん
応
援
事
業
、
紙
お

む
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
建
設
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

③
「
高
齢
者
や
障
害
者
福
祉
の
充
実
」

で
は
、
高
齢
者
向
け
で
は
、
特
養
ホ
ー

ム
入
所
待
機
者
解
消
の
取
り
組
み
、
敬

老
会
の
４
地
区
開
催
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
自
己
負
担
軽
減
、
地
域
見
守
り
支

援
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
普
及
、
認
知
症
カ

フ
ェ
の
設
置
。
障
が
い
者
自
立
支
援
で

は
、
専
門
員
増
員
で
の
相
談
支
援
体
制

の
充
実
強
化
を
し
て
き
た
。

④
「
地
域
経
済
の
活
性
化
」
対
策
で

は
、
市
内
中
小
建
設
業
の
受
注
機
会
の

確
保
、
地
場
産
瓦
の
利
用
拡
大
、
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
、
中
小
小
売
店
支
援
商

品
券
、
あ
が
の
生
活
ギ
フ
ト
券
を
発
行

し
て
き
た
。
農
業
で
は
、
基
盤
整
備
や

青
年
就
農
者
向
け
の
取
り
組
み
。
観
光

で
は
、五
頭
温
泉
郷
の
外
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

観
光
案
内
看
板
の
設
置
、
公
衆
ト
イ
レ

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

⑤
「
生
活
に
密
着
し
た
住
環
境
整
備
の

促
進
」
で
は
、
消
雪
パ
イ
プ
の
新
設
や

生
活
道
路
の
整
備
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
、
安
田
Ｉ
Ｃ
の
駐
車
場
整
備

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

　

急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、

人
口
減
少
対
策
、
地
域
活
性
化
対
策
な

ど
待
っ
た
な
し
の
対
応
が
迫
っ
て
お

り
、
行
政
の
役
割
に
は
、
終
わ
り
や
到

達
点
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

政
府
の「
地
方
創
生
」の
旗
の
下

「
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て

質
問  

全
国
の
自
治
体
が
苦
渋
の
中
で

策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。
一
般
行
政

は
一
律
横
並
び
は
や
む
を
得
な
い
が
、

こ
の
戦
略
行
政
は「
独
自
の
ア
イ
デ
ア
」

が
必
要
不
可
欠
だ
。
コ
ン
サ
ル
に
頼
る

こ
と
な
く
職
員
の
知
恵
と
市
民
の
声
を

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
市
長
の
決
断

を
と
常
々
進
言
し
て
き
た
。
10
月
期
限

の
申
請
は
他
よ
り
輝
く
計
画
で
、
上
乗

せ
交
付
金
獲
得
の
見
込
み
は
い
か
が
か

伺
う
。
ま
た
、
こ
の
創
生
事
業
は
短
時

間
で
仕
上
が
る
も
の
で
は
な
い
。
責
任

を
持
ち
数
年
の
ス
パ
ン
で
取
り
組
み
を

見
届
け
る
決
意
と
覚
悟
を
伺
う
。

答
弁  

地
方
創
生

は
「
人
口
減
少
の

歯
止
め
」
と
「
地

域
の
活
性
化
」
が

目
的
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
有
効
な

事
業
選
択
と
財
源

確
保
に
努
め
、
次

年
度
・
将
来
に
向

か
い
『
元
気
で
明

る
く
活
力
あ
る
魅

力
的
な
ま
ち
阿
賀

野
市
』
を
創
っ
て

い
き
た
い
。

み
ん
な
で
支
え
よ
う
「
こ
こ
ろ
」

と
「
い
の
ち
」
を
守
る
行
動
計

画
に
つ
い
て

質
問  

①
自
殺
対
策
が
本
趣
旨
の
よ
う

だ
が
、
病
ん
だ
人
の
心
の
中
に
入
り
込

む
こ
と
は
専
門
医
で
も
難
し
い
と
思

う
。
協
議
会
委
員
の
取
組
と
責
任
の
重

さ
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
と
こ
ろ
。
具

体
的
な
行
動
計
画
を
伺
う
。

②
自
死
対
策
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
各

地
で
枚
挙
に
い
と
ま
な
く
、
先
日
も
大

阪
府
で
中
一
の
子
ど
も
の
い
の
ち
が
無

惨
に
も
奪
わ
れ
た
。
親
・
学
校
・
地
域

が
子
ど
も
の
教
育
に
取
り
組
む
必
要
を

感
じ
る
。
所
見
を
伺
う
。

答
弁  

①
自
殺
対
策
推
進
協
議
会
は
、

医
師
会
、
司
法
書
士
会
、
警
察
署
、
消

防
署
、
新
発
田
保
健
所
、
商
工
会
、
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
代
表
と
市

民
の
代
表
で
構
成
し
、
自
殺
対
策
の
協

議
と
評
価
、
自
殺
総
合
対
策
行
動
計
画

の
策
定
も
協
議
し
て
い
る
。

②
問
題
が
深
刻
化
す
る
前
の
早
期
発
見

と
支
援
が
重
要
だ
。
小
中
学
生
の
頃
か

ら
異
常
行
動
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、

学
校
や
児
童
相
談
所
等
と
連
携
し
、
早

期
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
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阿
賀
野
市
に
お
け
る
総
合
戦

略
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
自

然
体
験
交
流
と
環
境
教
育
に

つ
い
て

質
問  

平
成
27
年
８
月
に
阿
賀
野
市
の

転
入
転
出
者
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
報
告
書
（
１
次
集
計
版
）
が
出
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
目
的
は
、

阿
賀
野
市
の
将
来
を
考
え
る
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
・
地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
、
人
口
減
少
社
会
に
対
応

し
、
阿
賀
野
市
の
魅
力
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
阿
賀
野
市
へ
転

入
、
阿
賀
野
市
か
ら
転
出
し
た
市
民
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
阿
賀
野
市
の

魅
力
に
つ
い
て
転
入
者
は「
自
然
環
境
」

が
55
・
４
％
と
最
も
高
く
評
価
し
て
お

り
、
転
出
者
に
お
い
て
も
同
様
に
71
・

２
％
が
良
い
と
評
価
し
て
い
る
。
反
面

魅
力
的
で
な
い
点
に
お
い
て
は
、交
通
、

買
い
物
す
る
場
所
、
雇
用
の
場
を
挙
げ

て
い
る
。

　

魅
力
あ
る
阿
賀
野
市
の
自
然
体
験
交

流
と
環
境
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁  

温
泉
を
含
め
た
自
然
環
境
や
農

業
を
生
か
し
な
が
ら
交
流
人
口
を
増
や

し
地
域
活
性
化
策
を
推
進
す
る
。

　

児
童
・
学
生
に
対
し
て
は
、
本
市
の

持
つ
特
性
・
魅
力
を
学
習
し
て
も
ら
う

機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
郷
土
愛
を

育
む
た
め
、
五
頭
連
峰
少
年
自
然
の
家

を
活
用
し
な
が
ら
自
然
学
習
の
機
会
を

増
や
す
取
り
組
み
を
進
め
る
。

公
共
施
設
等
の
総
合
的
な
管

理
に
よ
る
老
朽
化
対
策
の
推

進
に
つ
い
て

質
問  

阿
賀
野
市
の
公
共
施
設
再
編
整

備
計
画
に
お
い
て
計
画
の
対
象
と
す
る

施
設
（
１
０
９
施
設
）
の
中
で
、
教
育

施
設
で
あ
る
五
頭
連
峰
少
年
自
然
の
家

に
つ
い
て
は
、平
成
29
年
に
耐
震
診
断
・

補
強
設
計
、
平
成
30
年
に
耐
震
改
修
・

大
規
模
修
繕
・
改
修
と
な
っ
て
い
る
が
、

ど
れ
く
ら
い
の
規
模
と
利
用
内
容
で
検

討
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁  

現
状
維
持
を
基
本
と
し
、
よ
り

有
効
な
利
用
を
図
る
た
め
、
青
少
年
の

健
全
育
成
だ
け
で
な
く
、
幅
を
広
げ
、

多
目
的
な
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
検
討

す
る
。

「
地
方
創
生
」
政
策
を
問
う

質
問  

阿
賀
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
（
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
、
総
合
戦
略
）
の
骨
子
案
の
説
明
を

受
け
約
１
か
月
を
経
た
。
自
治
体
に

と
っ
て
大
き
な
事
業
と
思
う
が
、
策
定

期
間
が
極
め
て
短
い
。
こ
の
10
月
末
ま

で
の
策
定
だ
と
交
付
金
の
上
乗
せ
が
あ

る
と
聞
く
が
、
進
捗
状
況
及
び
上
乗
せ

分
の
使
い
道
等
に
拘
束
は
な
い
の
か
。

　

総
合
戦
略
の
概
要
に
よ
れ
ば
、
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
、
持
続
可
能
な
ま

ち
の
構
築
と
し
、
産
業
（
農
商
工
）
雇

用
の
創
出
、
耕
地
面
積
の
維
持
な
ど
が

あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
２
０
６
０
年
に

は
人
口
が
２
万
５
百
人
に
な
る
の
か
。

基
幹
産
業
と
い
わ
れ
て
い
る
農
業
が
こ

こ
ま
で
疲
弊
し
、
耕
作
放
棄
地
ま
で
生

ま
れ
る
よ
う
な
現
状
に
な
っ
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
、
そ
う
い
う
分
析
が
な
い
。

そ
う
い
っ
た
分
析
が
あ
っ
て
、
次
が
生

ま
れ
て
来
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い

う
地
方
創
生
プ
ラ
ン
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁  

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
の

素
案
を
、
市
政
経
営
会
議
を
経
て
、
市

民
会
議
並
び
に
議
員
全
員
協
議
会
に
お

い
て
ご
審
議
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
地
域
の
未
来
は
、
そ
こ
に
生

ま
れ
育
っ
た
人
々
や
、
阿
賀
野
市
に
魅

力
を
感
じ
て
移
住
す
る
方
々
が
中
心
と

な
り
主
役
に
な
っ
て
つ
く
り
出
す
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、「
対
話
と
共
感
」
を

通
し
、
市
民
全
員
一
丸
と
な
っ
て
地
域

創
生
に
取
り
組
む
環
境
整
備
に
努
め
て

い
き
た
い
。

「
地
域
創
生
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
に
つ

い
て

質
問  

Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
が
、
農
業
、
地
方

経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
か
ね
な
い

と
い
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、

地
方
創
生
と
大
き
な
矛
盾
を
抱
え
る
こ

と
に
な
る
と
思
う
が
、市
長
の
考
え
は
。

答
弁  

輸
入
枠
の
拡
大
や
関
税
の
引
き

下
げ
が
な
さ
れ
れ
ば
、
多
く
の
農
家
の

経
営
は
成
り
立
た
な
く
な
り
、
農
業

所
得
の
増
加
を
目
指
す
政
府
の
姿
勢
と

は
、
矛
盾
す
る
と
考
え
て
い
る
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
市
長
の
考
え
は

質
問  

人
口
減
少
社
会
に
対
応
す
べ
く

市
長
の
次
な
る
一
手
を
伺
う
。

答
弁  

現
在
、
人
口
の
現
状
と
将
来
の

展
望
を
提
示
す
る
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
及
び
今
後
５
か
年
の
施
策
の
方
向

を
提
示
す
る
「
総
合
戦
略
」
の
策
定
を

進
め
て
い
る
。
人
口
の
推
移
は
減
少
の

一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
今
後
は
、
若

者
の
新
規
就
農
や
担
い
手
の
育
成
・
確

保
や
雇
用
増
加
に
向
け
企
業
等
へ
の
支

援
及
び
創
業
支
援
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希

望
者
へ
の
支
援
、
各
種
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

実
施
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
な
ど
を

通
し
、
移
住
・
定
住
人
口
の
増
加
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
子
育
て
支

援
の
仕
組
み
の
充
実
と
若
者
世
代
の
経

済
的
な
負
担
軽
減
に
重
点
を
置
き
な
が

ら
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と

と
も
に
、
産
業
の
活
性
化
に
結
び
付
く

施
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

あ
が
の
市
民
病
院
開
院
に
つ

い
て

質
問  

「
医
療
機
関
の
充
実
」
は
市
民

の
切
な
る
願
い
。
新
病
院
開
院
に
あ

た
っ
て
市
長
の
覚
悟
を
伺
う
。

答
弁  

市
内
の
医
療
機
関
は
、
２
つ
の

病
院
と
17
の
診
療
所
が
あ
る
。
市
民
が

不
便
を
感
じ
る
点
は
、
脳
や
心
臓
の
疾

病
、
骨
折
等
で
入
院
療
養
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
、
市
内
の
病
院
に
常
勤
医

が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
市
外
の
病
院
を

利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て

水
原
郷
病
院
の
救
急
告
示
取
り
下
げ
な

ど
救
急
医

療
体
制
が

十
分
で
は

な
い
こ
と

か
ら
、
今

後
、
不
足

し
て
い
る

診
療
科
の

医
師
の
招

へ
い
や
救

急
告
示
復
活
に
向
け
た
体
制
づ
く
り

に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
あ
が

の
市
民
病
院
は
、
建
物
や
医
療
機
器
が

新
し
く
な
る
だ
け
で
な
く
、「
糖
尿
病
・

生
活
習
慣
病
予
防
治
療
セ
ン
タ
ー
」、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

た
め
の
中
核
施
設
と
し
て「
地
域
医
療
・

連
携
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
す
る
。
健
康

寿
命
の
延
伸
や
在
宅
医
療
と
介
護
連
携

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

◇
そ
の
他
の
質
問
◇

　

市
営
バ
ス
の
充
実

自
然
環
境
と
行
政
に
つ
い
て

質
問  
市
は
日
本
一
を
目
指
そ
う
と
努

力
、
世
に
誇
れ
る
事
業
展
開
を
早
く
、

公
開
す
べ
き
青
写
真
を
、
中
期
的
長
期

的
事
業
を
市
民
に
示
す
時
。
あ
わ
せ
て

災
害
に
強
く
。
条
件
整
備
を
。
そ
れ
に

は
地
方
政
府
へ
と
変
貌
し
自
覚
と
気
概

が
必
要
。
十
分
な
政
策
力
と
利
用
応
用

の
方
策
は
ど
の
程
度
か
。
市
長
の
半
年

間
で
市
民
に
応
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど

う
か
決
意
表
明
も
兼
ね
答
弁
を
。

答
弁  

公
約
に
挙
げ
た
五
つ
の
柱
を
着

実
に
進
め
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た

子
育
て
環
境
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
、

健
康
寿
命
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
地
域
活
性
化
対
策
な
ど
市
政

の
目
指
す
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
取
り
ま
と

め
、
総
合
戦
略
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
公

表
し
て
い
き
た
い
。

質
問  

大
気
の
状
態
が
不
安
定
。
予
測

不
能
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
温
暖
化
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
が
影
響
し
て
い
る

わ
け
で
、
特
に
市
は
、
防
災
に
強
い
決

意
が
必
要
。
国
の
一
級
河
川
、
県
の
二

級
河
川
関
係
、
諸
管
轄
の
区
域
エ
リ
ア

に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
移
管
事
業
の

中
で
徹
底
し
て
維
持
管
理
を
や
る
べ
き

で
あ
る
。

答
弁  

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
河
川
の
管
理
整
備
に
備

え
、
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
を
計
画
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

質
問  

市
は
景
観
、
美
観
に
対
し
て
非

常
に
ず
さ
ん
な
面
が
多
く
あ
る
。
指
摘

す
る
の
は
市
内
全
域
の
中
で
浮
遊
地
が

散
在
し
、
雑
草
木
が
繁
り
、
隣
接
関
係

者
に
迷
惑
で
あ
る
た
め
早
急
に
払
い
下

げ
、
整
理
す
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

答
弁  

総
合
計
画
の
中
で
検
討
対
策
に

努
め
る
。
実
現
す
る
た
め
に
は
、
職
員

の
政
策
形
成
能
力
の
向
上
が
必
要
不
可

欠
と
な
る
。
全
域
が
景
観
と
安
全
面
に

は
全
力
で
取
り
組
み
、
払
い
下
げ
る
べ

き
箇
所
は
処
分
を
と
考
え
関
係
機
関
並

び
に
関
係
者
協
議
の
上
、
前
向
き
に
進

め
て
い
く
。
な
お
、
質
問
の
趣
旨
に
つ

い
て
は
十
分
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

新政クラブ 江口　卓王無会派 山賀　清一

一般質問は60分の持ち時間の中で、質問と答弁
のやり取りが繰り返されます。掲載している内
容は質問議員がまとめたものです。

ネオあがの 天野美三男 日本共産党 倉島　良司

あがの市民病院



総務文教常任委員会常任委員会の活動

学
校
給
食
の
現
場
の
状
況
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

阿
賀
野
市
で
は
、
基
本
は
学
校
で
調
理
す
る
自
校
給

食
で
す
が
、
安
田
地
区
の
小
・
中
学
校
だ
け
は
安
田
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
運
営
方
法
に
関
し
て
は
安
田
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
と
全
て
の
中
学
校
は
民
間
業
者
に
委
託
、
安
田
地

区
以
外
の
小
学
校
は
市
の
直
営
だ
そ
う
で
す
。

　

水
原
中
学
校
で
現
場
の
栄
養
士
さ
ん
か
ら
直
接
現

場
の
生
の
声
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
、
大
い
に
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
米
は
１
０
０
％
阿
賀
野
市

産
で
あ
る
こ
と
、
Ｊ
Ａ
の
協
力
で
地
元
産
野
菜
の
使

用
量
が
伸
び
て
い
る
こ
と
、
食
材
の
発
注
先
は
地
元

農
家
を
優
先
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
現
場
の
人
で
な

け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
苦
労
や
喜
び
、
農
家
と
の
つ
な

が
り
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
大
変
で
し
ょ
う
が
も
っ
と
地
元
産
食

材
の
割
合
を
増
や
し
て
い
っ
て
欲
し
い
、
今
後
の
関
係

者
の
一
層
の
連
携
が
よ
り
重
要
で
あ
る
と
い
う
意
見

や
、
農
家
の
収
入
も
確
保
で
き
る
よ
う
に
と
色
ん
な
苦

労
を
超
え
て
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
た
と
い
う

声
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
平
成
2727
年
７
月

年
７
月
2222
日
、
日
、
2323
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
平
成
2727
年
７
月

年
７
月
2222
日
、
日
、
2323
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

埼
玉
県
三
郷
市　

自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

三
郷
市
は
、
東
京
都
と
千
葉
県
に
隣
接
す
る
、
人
口

13
万
７
千
人
余
の
田
園
地
域
と
新
興
住
宅
地
域
が
混
在

す
る
都
市
で
す
。
防
災
に
積
極
的
な
土
地
柄
で
、
平
成

７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
次
々
と
新
た
な

自
主
防
災
組
織
が
誕
生
し
た
そ
う
で
す
が
、
団
体
数
が

増
え
る
に
従
っ
て
消
防
の
訓
練
指
導
に
多
大
な
労
力
を

要
す
る
よ
う
に
な
り
、
個
々
の
組
織
が
手
探
り
で
訓
練

の
実
施
や
資
機
材
の
購
入
を
行
う
状
況
に
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
自
主
防
災
組
織
が
情
報
交
換
を

行
う
連
絡
協
議
会
の
設
置
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、

平
成
９
年
３
月
に
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
そ
う
で

す
。

　

協
議
会
全
体
を
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
区
割
り
を
し
て
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
役
員
を
選
出
し
、
訓
練
部
会
、
視
察
・

講
演
部
会
、
広
報
部
会
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
会
を
設

け
、
単
体
の
自
主
防
災
組
織
で
は
難
し
い
事
業
を
実

施
。
自
主
防
災
訓
練
指
導
者
養
成
講
座
で
は
、
リ
ー

ダ
ー
が
次
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
サ
イ
ク
ル
を
確
立

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
さ
に
「
私
達
の
街
は
私
達
が
守
る
」
「
自
分
の
命

は
自
分
が
守
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
通
り
の
活
動

を
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

栃
木
県
大
田
原
市　

学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
、
地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

人
口
７
万
７
千
人
の
田
園
工
業
都
市
で
、「
学
校
給

食
費
無
料
化
」
実
施
市
政
と
い
う
こ
と
で
、
大
き
な
関

心
を
も
っ
て
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
市
民
が
一
番
に
望
む
本
当
に
必
要
な
施
策
は
何

か
」
を
考
え
る
と
き
、
少
子
化
対
策
は
急
務
で
あ
り
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
子
育
て
環
境
の
向
上
を
目

指
す
た
め
に
、
地
域
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
方

策
と
し
て
、
給
食
費
の
無
料
化
は
意
義
深
く
、
大
き
な

価
値
が
あ
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
施
策
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
行
財
政
改
革
を

断
行
し
、
知
恵
を
振
り
絞
っ
て
予
算
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
、
議
員
及
び
職
員
の
手
当
等
の
減

額
、
市
職
員
の
定
員
の
見
直
し
や
予
算
削
減
な
ど
、
大

変
な
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
市
長

の
給
食
費
無
料
化
の
理
念
が
貫
徹
さ
れ
て
い
る
と
い
う

空
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

地
産
地
消
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
地
元
産
野
菜
で

冷
凍
食
品
を
作
る
な
ど
、工
夫
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
３
分
の

２
が
継
続
を
望
む
と
し
、
他
市
町
に
誇
れ
る
支
援
と
し

て
評
価
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

大
田
原
市
の

学
校
給
食
費
無

料
化
の
理
念
を

大
い
に
学
ぶ
と

と
も
に
、
今
後

の
動
向
に
注
目

し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

本
当
に
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
12
月
定
例
会
ま
で
）

　

安
田
支
所
庁
舎
整
備
の
進
行
状
況
に
つ
い
て

平
成
平
成
2727
年
７
月
６
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

年
７
月
６
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
平
成
2727
年
７
月
６
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

年
７
月
６
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

大田原市で説明を受ける委員大田原市で説明を受ける委員

社会厚生常任委員会常任委員会の活動

第
６
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

第
６
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
重
要
な
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
、
高
齢
者
福
祉
全
般
に
関
す
る
、
介
護

保
険
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
目
指
し
目
標
を
定
め
、

様
々
な
取
り
組
み
を
計
画
的
に
行
う
た
め
策
定
し
て
あ

り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改
正
で
は
、
在
宅
医

療
、
介
護
連
携
の
推
進
、
認
知
症
施
策
の
推
進
、
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
整
備
な
ど
が
位
置
づ
け
ら
れ
、

事
業
実
施
に
は
、
中
核
機
関
と
し
て
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
介
護
予

防
給
付
と
し
て
あ
っ
た
要
支
援
１
・
２
の
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
も
移
行
し
、
そ
の
他
の
事
業
も

見
直
し
さ
れ
、
新
し
い
介
護
予
防
日
常
生
活
総
合
支
援

事
業
の
中
の
介
護
予
防
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
位

置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
従
来
介
護
予
防
給
付
で
実

施
さ
れ
て
き
た
訪
問
型
通
所
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
は
内
容
の
充
実
が
図
ら
れ
、
更
に
多
様
化
さ

せ
提
供
体
制
を
整
え
、
平
成
29
年
度
に
完
全
移
行
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
今
年
度
は
、
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
（
人
員
、
設
備
運
営
が
現
行
の
サ
ー

ビ
ス
基
準
よ
り
緩
和
さ
れ
た
も
の
）、
通
所
型
サ
ー
ビ

ス
Ａ
の
取
り
組
み
を
予
定
し
て
お
り
、
市
内
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
に
理
解
を
求
め
、
受
け
入
れ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
説
明
会
と
事
業
実
施
に
向
け
た
協

議
を
計
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
介
護
報
酬
、
24
時
間
対
応
、
夜
間
の

訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
予
定
な
ど
の
質
疑
、
特
別
養
護

老
人
施
設
の
入
所
基
準
を
柔
軟
に
す
べ
き
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
平
成
2727
年
８
月
４
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

年
８
月
４
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
平
成
2727
年
８
月
４
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

年
８
月
４
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

福
井
県
福
井
市　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

〈
特
別
な
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
〉

　

発
達
障
が
い
児
は
、
増
加
傾
向
に
あ
り
重
点
的
に
取

り
組
み
を
進
め
る
分
野
だ
と
考
え
て
、
医
療
、
保
健
、

福
祉
、
教
育
、
労
働
等
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、
幼
児

期
、
就
学
期
、
義
務
教
育
期
、
高
校
、
大
学
、
成
人
と

一
環
し
た
支
援
の
あ
り
方
を
庁
内
連
絡
会
で
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。
連
携
に
は
、「
子
育
て
フ
ァ
イ
ル
ふ
く

い
っ
子
」（
福
井
県
で
作
成
）
を
活
用
し
、
幼
児
期
か

ら
成
人
に
至
る
ま
で
途
切
れ
の
な
い
一
環
し
た
支
援
、

情
報
共
有
が
図
ら
れ
、
ま
た
発
達
障
が
い
児
（
者
）
専

門
支
援
者
検
討
会
で
、
市
全
体
で
の
支
援
の
現
状
を
共

有
し
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

〈
子
育
て
情
報
誌
「
ほ
っ
と
」
の
発
行
に
つ
い
て
〉

　

平
成
12
年
４
月
か
ら
、
少
子
化
対
策
担
当
部
署
、
推

進
本
部
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
少
子
化

対
策
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
中
、
市
民

意
識
調
査
で
「
子
育
て
情
報
が
少
な
い
。」
と
の
意
見

が
あ
り
創
刊
に
至
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
市
民
か
ら
の

公
募
で
４
人
の
編
集
委
員
を
委
嘱
し
発
行
。
子
育
て
世

代
の
方
が
編
集
し
て
い
る
と
あ
っ
て
と
て
も
読
み
や
す

い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
、
子
育
て
や
結
婚
に

夢
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
情
報

誌
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
情
報
紙
発
行
に
つ
い
て

検
討
を
し
た
い
と
の
声
も
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
市

の
子
育
て
環

境
、
子
育
て
支

援
に
お
い
て
行

政
と
市
民
が
本

気
で
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
検

討
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
担

う
役
割
の
検
討

の
必
要
性
も
感

じ
ま
し
た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
12
月
定
例
会
ま
で
）

　

⑴ 

埋
蔵
文
化
財
の
整
理
保
管
状
況
と
今
後
の
活
用
計

画
に
つ
い
て

　

⑵ 

吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
の
運
営
状
況
と
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て

平
成
平
成
2727
年
７
月

年
７
月
2121
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
平
成
2727
年
７
月

年
７
月
2121
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

福井市の説明を受ける委員福井市の説明を受ける委員



議　決　結　果
９月定例会（平成27年第３回　９月８日～25日）

全会一致で議決した議案等 結
果

市　

長　

提　

出　

議　

案

決　
　
　
　
　
　
　
　
　

算

平成26年度阿賀野市一般会計決算の認定について
　歳入総額239億1,584万2,502円、歳出総額231億5,974万749円、差引額７億5,610万1,753円。差引額のうち翌年度へ繰り越すべき一般財源額（継続費逓次繰
越額、繰越明許費繰越額）4,617万4,880円があるため、実質翌年度繰越額は７億992万6,873円。

認
定

平成26年度阿賀野市国民健康保険特別会計決算の認定について
　歳入総額45億7,641万538円、歳出総額45億5,111万6,015円、差引額2,529万4,523円は翌年度へ繰越。

認
定

平成26年度阿賀野市後期高齢者医療特別会計決算の認定について
　歳入総額７億4,995万4,016円、歳出総額７億4,216万4,352円。差引額778万9,664円は翌年度へ繰越。

認
定

平成26年度阿賀野市介護保険特別会計決算の認定について
　歳入総額46億657万5,076円、歳出総額45億6,159万9,649円。差引額4,497万5,427円は翌年度へ繰越。

認
定

平成26年度阿賀野市公共下水道事業特別会計決算の認定について
　歳入総額27億2,202万2,005円、歳出総額26億9,409万382円。差引額2,793万1,623円。うち翌年度へ繰り越す一般財源（継続費逓次繰越額）８万40円のた
め、翌年度繰越は2,785万1,583円。

認
定

平成26年度阿賀野市集落排水事業特別会計決算の認定について
　歳入総額３億403万8,316円、歳出総額２億9,431万572円。差引額972万7,744円は翌年度へ繰越。

認
定

平成26年度阿賀野市押切外四ヶ大字財産区特別会計決算の認定について
　歳入総額533万4,923円、歳出総額442万5,308円。差引額90万9,615円は翌年度へ繰越。

認
定

平成26年度阿賀野市少年自然の家特別会計決算の認定について
　歳入総額2,815万6,161円、歳出総額2,810万6,756円。差引額４万9,405円は翌年度へ繰越。

認
定

平成26年度阿賀野市工業団地造成事業特別会計決算の認定について
　歳入総額4,492万1,562円、歳出総額4,490万4,420円。差引額１万7,142円は翌年度へ繰越。

認
定

平成26年度阿賀野市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
　収益的収支は事業収益13億5,692万7,515円、事業費用12億4,823万7,088円、損益計算で9,713万4,842円の純利益となった。この純利益に前年度繰越利益剰
余金20万3,136円、その他未処分利益剰余金変動額12億64万7,071円を加えた当年度末処分利益剰余金12億9,798万5,049円のうち、5,000万円を減債積立金、
4,700万円を建設改良積立金に積立処分する。資本的収支は収入２億3,814万6,610円、支出７億4,683万3,719円、差引不足額５億868万7,109円は当年度消費税
及び地方消費税資本的収支調整額、当年度及び過年度の損益勘定留保資金で補てん。

可
決
・
認
定

平成26年度阿賀野市病院事業会計決算の認定について
　収益的収支は事業収益８億1,553万7,168円、事業費用６億6,534万2,069円、損益計算で8,533万4,465円の純利益となった。資本的収支は収入28億444万
3,033円、支出25億356万6,751円、差引額３億87万6,282円となった。

認
定

産業建設常任委員会常任委員会の活動

富
山
県
小
矢
部
市　

農
業
経
営
法
人
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

小
矢
部
市
は
、
人
口
３
万
１
千
２
０
７
人
、
世
帯
数

１
万
１
５
７
世
帯
（
平
成
27
年
５
月
末
現
在
）、
面
積

１
３
４
．０
７
㎢
。
農
家
数
は
、
平
成
22
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
で
１
１
８
４
戸
、
法
人
化
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
30
法
人
か
ら
平
成
27
年
43
法
人
に
増
加
、
農
業
者

自
身
が
、
法
人
化
し
て
専
従
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
作
業
し

な
け
れ
ば
、
農
業
を
継
続
で
き
な
い
と
の
考
え
に
変

わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

農
業
法
人
の
経
営
面
積
は
、
20
ha
〜
30
ha
前
後
で
、

米
は
農
協
へ
の
出
荷
が
60
％
、
40
％
は
直
売
、
平
成
26

年
度
末
の
農
地
の
流
動
化
面
積
１
５
６
９
・
６
ha
、
農

地
流
動
化
率
は
45
・
７
％
と
高
く
、
畜
産
部
門
で
養
鶏

が
80
万
羽
、
転
作
作
物
で
は
ハ
ト
ム
ギ
の
生
産
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
更
な
る
農
地
の
集
約
化
、
中
山
間
地
の
農

業
の
担
い
手
確
保
と
耕
作
放
棄
地
対
策
、
米
価
の
安
定

化
対
策
、
有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
）
に
よ
る
被
害
対
策

に
取
り
組
み
た
い
と
の
説
明
で
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
る

当
市
も
、
現
状
を
分
析
、
先
を
見
据
え
た
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
川
県
白
山
市　

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

白
山
市
は
、
人
口
11
万
２
千
６
１
８
人
、
世
帯
数
４

万
１
千
４
３
９
世
帯
（
平
成
27
年
５
月
末
現
在
）、
面
積

７
５
４
．９
３
㎢
。
金
沢
市
に
隣
接
、
同
市
の
企
業
が
増

設
や
移
転
を
計
画
し
た
場
合
、
地
価
も
安
く
広
い
土
地

が
確
保
で
き
る
白
山
市
へ
の
企
業
進
出
が
進
み
ま
し
た
。

　

扇
状
地
の
地
形
上
、
強
固
な
地
盤
、
山
の
豊
富
な
伏

流
水
、
北
陸
電
力
㈱
は
水
力
発
電
の
比
率
が
高
く
安
い

電
気
が
供
給
さ
れ
、
進
出
企
業
に
と
っ
て
複
数
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
当
市
も
、
県
都
新
潟
市
に
隣

接
、
豊
富
な
用
地
、
交
通
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
白
山
市
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
は
多
く
、
新

潟
市
内
の
企
業
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
て
は
ど
う
か

と
考
え
ま
す
。

阿
賀
野
市
の
圃
場
整
備
の
現
状
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

　

現
在
の
圃
場
整
備
率
に
関
し
て
は
、
県
が
60
％
、
新

発
田
管
内
が
52
％
、
阿
賀
野
市
が
県
最
下
位
の
24
％
で

あ
り
、
整
備
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
市
は
土
地
改
良
区
な

ど
関
係
団
体
と
農
家
の
協
力
を
得
て
、
推
進
５
地
区
を

設
定
、
国
や
県
な
ど
の
上
部
団
体
に
、
早
期
に
採
択
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
農
業
経
営
の
効
率
化
・
コ
ス
ト
削

減
、
後
継
者
育
成
に
は
、
圃
場
整
備
の
推
進
を
図
る
必

要
が
あ
る
こ
と
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
中
心
経
営
体
農

地
集
積
促
進
事
業
制
度
を
活
用
し
、
厳
し
い
経
営
環
境

に
あ
る
農
家
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
く
す
る
工
夫
を
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
委
員
会
と
し
て

も
最
大
限
の
協
力
を
し
た
い
と
意
見
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
の
影
響
に
よ
る
強
風
被
害
の
現
地
調
査
に
つ
い
て

　

８
月
25
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
の
台
風
15
号
に
よ
る

強
風
で
、
農
業
施
設
や
農
産
物
等
に
被
害
が
発
生
、
水

稲
を
中
心
に
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
時
点
で
は
、
施
設
関
係
で
は
ハ
ウ
ス
や
作

業
場
、
畜
舎
、
農
産
物
で
は
水
稲
、
大
豆
、
菊
、
柿
、

家
畜
な
ど
推
定
で
７
億
円
以
上
の
被
害
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
水
稲
の
被
害
内
容
は
、
倒
伏
や
白
穂
、
脱

粒
で
６
億
９
千
万
円
余
り
と
推
定
さ
れ
、
被
害
箇
所
を

調
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
米
価
低
迷
に
あ
る
中
、
こ
の
被
害
で

農
業
従
事
者
の
生
産

意
欲
が
そ
が
れ
る
こ

と
へ
の
懸
念
、ま
た
、

昨
年
に
引
き
続
き
白

穂
被
害
が
発
生
し
て

い
る
地
域
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
県
へ
の
要

望
活
動
、
支
援
策
の

拡
充
を
求
め
る
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
12
月
定
例
会
ま
で
）

　

国
道
49
号
阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

平
成
平
成
2727
年
７
月
７
日
、
８
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

年
７
月
７
日
、
８
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
平
成
2727
年
７
月
７
日
、
８
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

年
７
月
７
日
、
８
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
７
月
2727
日
、
９
月
２
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

日
、
９
月
２
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
７
月
2727
日
、
９
月
２
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

日
、
９
月
２
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

被害状況を確認する委員被害状況を確認する委員

平成26年度決算を認定（一般会計、特別会計８件、水道事業会計、病院事業会計の決算）
　９月16日から18日まで議長を除く議員全員による決算審査特別委員会で慎重審査を行い、全会一致で認定しました。
　平成26年度一般会計は、当初予算額221億2,600万円に補正で14億4,480万８千円を増額し、継続費及び繰越事業費繰越額を加えた最終予算額は248億3,248万８千円
で、決算額は、防災行政無線整備事業や環境センター改修事業などの大型事業が施工されたものの、前年度で水原中学校整備事業費がピークを超えたことや分田小学校、笹
神中学校の耐震化大規模改修工事が完了したことなどの影響により前年度と比較した場合、歳入歳出とも大幅な減額となっていますが、この決算額は平成16年度以来、過去
２番目に大きな数値となっています。



全会一致で議決した議案等 結
果

市　

長　

提　

出　

議　

案

予

算

補
正
予
算

平成27年度阿賀野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ1,498万５千円を減額し総額50億3,137万７千円とする。臨時職員の賃金等240万４千円、疾病予防費の国民健康保険事業委託料155万３千円
を増額、後期高齢者支援拠出金2,919万２千円、介護納付金2,951万６千円等を減額。

可
決

平成27年度阿賀野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ1,791万９千円を追加し総額７億8,661万円とする。広域連合納付金のうち前年度後期高齢者医療保険料精算納付金634万３千円、一般会計繰
出金1,157万６千円を増額。

可
決

平成27年度阿賀野市介護保険特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ5,446万９千円を追加し総額47億6,691万３千円とする。償還金として国庫支出分2,728万３千円、県支出金分1,893万４千円、支払基金交付
金分431万８千円、平成26年度事務費確定により一般会計からの繰入金返還金等393万４千円を増額。

可
決

平成27年度阿賀野市水道事業特別会計補正予算（第１号）
　収益的収支の支出を14万３千円減額し合計12億7,330万５千円とする。営業外費用（納付消費税）を減額。資本的収支の収入を2,607万円増額し合計２億986万
円、支出を2,800万円増額し合計７億4,444万１千円とする。水道施設補償工事に係る工事請負費を増額。

可
決

平成27年度阿賀野市一般会計補正予算（第４号）　
　歳入歳出それぞれ610万円を追加し総額215億298万１千円とする。８月25日、26日の台風被害を受けた、農業者支援に関するもので、ＪＡバンク新潟が創設した、
平成27年台風被害等復旧支援資金の保証料補給金260万円、大きな被害を受けた施設園芸ハウスや育苗ハウスの支援として350万円を増額。

可
決

条　
　

例

一
部
改
正

阿賀野市児童福祉審議会条例の一部改正について
　児童福祉法の改正により、児童福祉審議会が法定事項に基づく調査審議事項も担うことになったため改正する。

可
決

阿賀野市児童クラブ設置条例の一部改正について
　条例における、用語の定義、文言等について見直し、条文全体の整理をするため改正する。

可
決

阿賀野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
　乳児を４人以上を入所させる保育所等に係る保育士の数の算定において、保健師又は看護師１人に限り保育士とみなすことができるとされていたものが、准看護
師についても１人に限り保育士とみなすことができるようになったため改正する。

可
決

阿賀野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について
　条例における、文言を整理するため改正する。

可
決

阿賀野市特定教育・保育に関する利用者負担額を定める条例の一部改正について
　利用者負担額の定義と一定の制約のもと低廉な負担額を定めることを加えるため改正する。

可
決

阿賀野市子ども・子育て支援法第87条の規定による過料に関する条例の一部改正について
　子ども・子育て支援法施行令の一部改正により、引用条項を改正する。

可
決

阿賀野市病院事業の設置等に関する条例等の一部改正について
　あがの市民病院の開院により、一般病床数及び入院室料を改正する。

可
決

請
願

学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私立高等学校への私学助成の増額・拡充を求める意見書の提出を求める請願
　私立高校は学費と教育条件において公立との格差が生じているため、私学助成の増額・拡充を求める意見書を関係機関に提出してほしい。

採
択

意
見
書

学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私立高等学校への私学助成の増額・拡充を求める意見書の提出について
　学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私学助成の増額・拡充を求める意見書を関係機関に提出する。

可
決

議
会
提
出
議
案

規　

則

一
部
改
正

阿賀野市議会会議規則の一部改正について
　近年の男女共同参画の状況にかんがみ、地方議会においても男女共同参画を考慮した議会活動を促進するため、標準市議会会議規則に出産のため会議に出席でき
ないときの届出についての条項が追加された。当市議会会議規則においても同様に、会議の欠席に関する規定ならびに委員会の欠席に関する規定に出産のため出席
できないときの条項を追加する。

可
決

条　

例

制　

定

阿賀野市の市立病院と地域医療を守り育てる条例の制定について
　市民の安心・安全なくらしを実現するために、市立病院を核とした地域医療体制を確立し、その体制を維持すること、また、医療機関を中心として介護、福祉及
び保健関係者が連携を図り、市民の健康寿命延伸を図ることを目的に制定する。

可
決

意見が分かれた議案等（各議員の賛否一覧表）

公
明
党

日本共産党 新政
クラブ 阿賀野クラブ ネオあがの

会派の
所属
なし

議
決
結
果

村
上　

清
彦

倉
島　

良
司

宮
脇　

雅
夫

稲
毛　
　

明

山
田　

早
苗

佐
竹　

政
志

江
口　

卓
王

近
山　
　

修

山
崎　

正
春

浅
間　

信
一

山
口　

功
位

髙
橋　

幸
信

中
島　

正
昭

風
間　

輝
栄

市
川　

英
敏

雪　
　

正
文

天
野
美
三
男

遠
藤　

智
子

山
賀　

清
一

○:賛成　　 :反対　　欠：欠席

市
長
提
出
議
案

専

決

処

分

補　

正　

予　

算

平成27年度阿賀野市一般会計補正予算（第２号）　　平成27年８月19日専決処分 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承
認

　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の施行にあわせ、特定個人情報を保護する上で不特定の外部との通信を行うことができないよう対応する必要があるため、情報
セキュリティー強化に係るネットワーク整備業務委託料1,200万円を計上。
討
論（
要
旨
）

100％情報漏えいを防ぐ完全なシステム構築は不可能であり、なりすまし犯罪を防ぐことは困難な上、情報は集積されるほど利用価値が高まり攻撃されやすくな
る。国民にほとんど利益はなく、マイナンバー導入の予算があったら社会保障の充実に使った方が良い。

この２号補正予算は、個人情報を保護するためのシステム改修という意味合いからして大いに賛成である。この改修をしなければなお一層の情報漏れが懸念される。

議
員
提
出
議
案

意

見

書

安全保障関連法案の今国会成立断念を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 可
決
（
議
長
裁
決
）

　安全保障関連法案の今国会成立断念を求める意見書を政府に提出する。

討
論（
要
旨
）

「平和安全法制」は憲法９条の下にあり、「戦争法案」などではない。また、「世界のどこでも自衛隊を派遣し、他国の戦争を支援するものだ」といった批判は、厳格
な要件や手続きを無視した誤った主張である。自衛隊の派遣には、国民の皆さまから負託を受けた国会の承認が不可欠。

衆院憲法審査会で、与党推薦の参考人を含む３名全員の憲法学者が憲法違反と指摘。また、元最高裁判所長官や内閣法制局の元長官も違憲と発言しており、国
民の理解を得られない状況での本法案は成立を断念すべきである。

市
長
提
出
議
案

予

算

補
正
予
算

平成２７年度阿賀野市一般会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
決

　歳入歳出それぞれ４億836万円を追加し総額214億9,688万１千円とする。国の地方創生の施策と連動した関連事業費６，693万４千円、地域おこし協力隊を増員するための関連
経費133万８千円、マイナンバー制度導入に伴う情報管理体制構築支援業務委託料200万円、マイナンバー制度の個人番号カード事務費260万６千円、子どもの育成支援の充実とし
て、来年４月に開設予定の（仮称）子どもの城（子育て支援センター）改修工事費3,300万円、山手小学校耐震化大規模改修事業費として4,370万２千円等を増額。

討
論

（
要
旨
）

「４つのリスク」があり、その危険性は政府も認めている。マイナンバー制度の実施を中止したとしても、住民生活になんの支障も生じない。莫大な費用や手間を
かけるより、現在使っているシステムを活用し、住民の利便性を高めるために知恵と労力を使うべきである。

条

例

一

部

改

正

阿賀野市個人情報保護条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
決

　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の施行により、市が保有する特定個人情報の適正な取り扱いを確保し、個人番号のより適正な保護を図るため改正する。
討
論（
要
旨
）

マイナンバーの実施が今必要か大きな疑問。データ流出の危険、行政窓口や事業所での過重負担、導入費用だけでも４千億円と言われる税金投入の無駄、市民や
小規模な行政にとっても無くても不便はなくデメリットが大きな制度である。 

市が保有する特定個人情報の適正な取り扱いを確保するための措置を講じ、個人情報のより適正な保護を図るための改正である。
阿賀野市手数料条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
決

　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の施行、住民基本台帳法の改正により、通知カード・個人番号カードの再交付に係る手数料を新たに定め、住民基本台帳カード交付
手数料を廃止するため改正する。

討
論

（
要
旨
）

この条例は、マイナンバー関連条例であるので反対。

賛
否

会　　　派

議　　　員

議　　　案



部

会

長

副
部
会
長

山

賀

清

一

市

川

英

敏

髙

橋

幸

信

風

間

輝

栄

雪　
　

正

文

山

田

早

苗

阿
賀
野
市
議
会
改
革
推
進

特
別
委
員
会
広
報
部
会

　

実
り
の
秋
、
収
穫
を
間
近
に
控
え
た
こ
の
時

期
に
襲
っ
た
台
風
被
害
は
、
当
市
に
も
甚
大
な

被
害
が
あ
り
、
推
定
被
害
額
も
８
億
円
に
上
る

も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
災
害
に
遭
わ
れ

ま
し
た
農
家
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
９
月
議
会
も
日
程
ど
お
り
に
終
了

し
、
皆
さ
ま
に
い
ち
早
く
議
会
だ
よ
り
を
お
届

け
し
ま
す
。
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
常
に

見
や
す
い
、
分
か
り
や
す
い
紙
面
作
り
に
心
が

け
て
お
り
ま
す
が
、
ご
意
見
ご
要
望
等
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
申
し
出
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

（
広
報
部
会
委
員　

風
間　

輝
栄
）

意
見　

 

製
造
業
を
営
ん
で
い
る
が
、
我
が
社

は
手
作
業
が
主
で
あ
り
、
女
性
の
求

人
を
し
て
も
な
か
な
か
来
て
く
れ
な

い
。
人
口
減
少
の
推
移
を
見
る
と
将

来
が
不
安
で
あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
必
要
な
の
か
行
政
も

一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
ほ
し
い
。

意
見　

 

若
い
世
代
は
市
の
教
育
環
境
（
勉

強
・
ス
ポ
ー
ツ
）
が
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か
関
心
が
あ
る
。
現
在
、
他
市

と
比
べ
て
も
い
い
と
は
思
わ
な
い
。

若
い
世
代
や
子
育
て
世
代
に
対
し
充

実
し
た
支
援
を
し
て
ほ
し
い
。
そ
う

す
れ
ば
若
者
流
出
に
歯
止
め
が
か
か

る
の
で
は
な
い
か
。

意
見　

 

産
業
経
済
振
興
条
例
が
あ
る
が
実
行
し

て
い
な
い
の
で
は
。
コ
ン
サ
ル
に
お
金

を
か
け
る
の
も
よ
い
が
、
立
派
な
資
料

は
で
き
る
が
あ
ま
り
意
味
が
な
い
の
で

は
。
コ
ン
サ
ル
に
頼
ん
で
条
例
や
計
画

は
つ
く
る
が
実
行
で
き
て
い
な
い
。
本

気
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

意
見　

 

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
、
出
産
お
祝

金
な
ど
充
実
し
た
手
当
が
ほ
し
い
。

た
だ
阿
賀
野
市
の
財
政
も
厳
し
い
の

で
市
内
企
業
と
一
緒
に
な
っ
て
何
か

対
策
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

意
見　

 

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
企
業
と
一

緒
に
な
っ
て
や
っ
て
は
ど
う
か
。
市

に
対
し
何
か
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
持
ち

か
け
る
と
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

返
っ
て
く
る
答
え
は
「
お
金
が
な
い

か
ら
で
き
ま
せ
ん
。」
だ
か
ら
、も
っ

と
前
向
き
な
話
が
し
た
い
。

意
見　

 

合
併
し
て
10
年
以
上
経
つ
が
一
体
感

が
な
い
。
議
員
が
先
に
立
っ
て
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
。

質
問　

 

市
議
会
議
員
の
平
均
年
齢
、
議
員
報

酬
は
い
く
ら
か
。
こ
れ
で
は
若
者
が

議
員
選
挙
に
出
た
く
て
も
出
ら
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
。
若
者
が
挑
戦
し

た
く
な
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ
て

は
ど
う
か
。

回
答　

 

議
員
の
平
均
年
齢
は
63
歳
。
議
員
報

酬
は
、
議
長
３
５
４
５
０
０
円
・
副

議
長
２
８
９
０
０
０
円
・
議
員

２
６
６
０
０
０
円
。
若
者
が
挑
戦
し

た
く
な
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
は
今

後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、

正
直
現
状
で
は
若
者
が
挑
戦
す
る
の

は
難
し
い
と
思
う
。

質
問　

 

道
の
駅
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

回
答　

 

検
討
委
員
会
を
再
編
し
て
調
査
か
ら

始
め
る
と
の
こ
と
。

意
見　

 

赤
坂
・
山
手
小
学
校
の
保
田
小
学
校
へ

の
統
合
は
、
何
年
か
待
て
ば
教
室
が

余
っ
て
く
る
の
で
、
仮
設
で
対
応
し

た
り
し
て
様
子
を
見
て
は
ど
う
か
。

回
答　

 

教
育
上
難
し
い
部
分
が
多
い
。
教
育

困
難
な
児
童
が
増
え
て
き
て
い
る
の

で
、
余
っ
た
教
室
を
活
用
す
る
。

質
問　

 
安
田
支
所
の
建
て
替
え
は
、
ど
う
い

う
感
じ
に
な
る
の
か
。

回
答　

 
支
所
機
能
と
公
民
館
機
能
を
合
わ
せ
て

新
築
す
る
。
整
備
検
討
委
員
会
10
名
で

方
向
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
な
お
、
農

業
委
員
会
は
笹
神
支
所
に
移
転
す
る
。

質
問　

 

救
急
体
制
が
だ
め
に
な
っ
た
の
は
、コ

ン
ビ
ニ
診
療
が
原
因
だ
っ
た
。そ
れ
に

対
す
る
対
応
は
取
っ
て
い
る
の
か
。

回
答　

 

市
は
、
市
民
の
理
解
を
得
る
た
め

に
、各
自
治
会
等
に
出
向
い
て
地
域

医
療
出
前
講
座
を
実
施
し
た
り
し
て

い
る
。

質
問　

 

民
間
デ
ー
タ
で
、
新
潟
県
は
全
国
３

位
の
住
み
や
す
さ
に
な
っ
て
い
て
、

阿
賀
野
市
が
県
内
３
位
と
な
っ
て
い

る
。
評
価
の
要
素
を
市
で
検
討
し
て

い
る
の
か
。

回
答　

 

持
ち
家
率
が
県
内
で
１
位
と
な
っ
て

い
る
が
、
調
査
す
る
団
体
に
よ
っ
て

基
準
が
違
う
の
で
よ
く
分
か
ら
な
い
。

質
問　

 

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
阿
賀
野
市

の
対
策
は
。

回
答　

 

阿
賀
野
市
は
新
潟
県
内
で
は
住
み
た

い
場
所
３
番
目
で
あ
る
。
働
く
場
所

や
農
業
を
中
心
と
し
た
定
住
も
必
要

で
あ
る
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、
政

策
立
案
等
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

７
月
10
日
安
田
商
工
会
青
年
部
と
意
見
交
換
会
、７
月
16
日
村
杉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、18
日
千
唐
仁
多
目
的
集
会
所
、24
日
下
里
集
落
セ
ン
タ
ー

で
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
の
質
疑
、
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
要
約
し
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

第
13
回　

議
会
報
告
会

阿賀野市の市立病院と地域医療を守り育てる条例が制定されました。阿賀野市の市立病院と地域医療を守り育てる条例が制定されました。
～９月定例会で議会から提案　全会一致で可決～～９月定例会で議会から提案　全会一致で可決～

　皆さんのもとへ出向き、意見交換会をいたします。
　自治会・団体・グループ等で気軽に申し込みください。
▼会　　場＝原則、市内の公共施設・地区公会堂等
　　　　　　※ 使用料が必要な場合は、団体で負担し

てください。
▼ 申込方法＝ 申込書を議会事務局へ提出してください。
　　　　　　 申込書は議会事務局に用意してあるほ

か、ホームページからもダウンロードで
きます。

‣議会と意見交換しませんか

　この条例は、地域医療を守り育て、良好な地域医療体制のもとで市民の健康寿命の延伸を図り、また、市、議会、市民、医療機関が果たすべき役割等について定め
ることにより、将来にわたって市民が安心して医療を受けることができる体制を確保することを目的として制定されたものです。
　条例では２つの基本的な考え方とそれぞれの役割がうたわれています。

市の役割は
○市民が安心して暮らすことができる地域医療体制をつくっていく。
○ 医療機関、介護、福祉、保健関係者と切れ目のない連携を図り、基本理念に沿った
施策や市民が健康で安心して暮らせるまちづくりを推進するための施策を総合的に
実施する。

市民の役割は
○ 健康に関心を持ち、良質な食生活、十分な睡眠や休養、適度な運動等健康な生活習慣を身につけましょう。
○心身の状況にあわせ、健康づくりを継続して行いましょう。　　　
○健康診査や検診を積極的に受診して、疾病の予防、早期発見、早期治療に努めましょう。
○病状に応じた適切な医療機関等の選択や診療時間内に受診するようにしましょう。

議会の役割は
地域医療、介護、福祉等に関する情報の積極的な公開や調査研究、提言に努める。

医療機関の役割は
基本理念に基づき、県、市とともに地域医療体制の充実を図り、医療機関相互の機能
の分担や業務の連携に努めましょう。

基本理念 ◇地域全体で地域医療を守り育てていく。◇市民の健康寿命を延ばしていく。

※ 市民の役割は、「地域全体で地域医療を守り育てていきましょ
う」との心がけを表したもので何らかの制限をかけるものでは
ありません。

安田商工会青年部との意見交換会安田商工会青年部との意見交換会

会場　村杉ふれあいセンター会場　村杉ふれあいセンター

会場　千唐仁多目的集会所会場　千唐仁多目的集会所

会場　下里集落センター会場　下里集落センター


